
17/1/14 19時 30分  

環
境
事
業
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

と
、
雑
が
み
類
が
戸
別
収
集
に

な
っ
た
の
は
、
薄
い
冊
紙
等
が

「
本
か
雑
が
み
か
分
類
が
わ
か

ら
な
い
」
と
い
う
市
民
の
声
に
答

え
た
た
め
。
同
日
の
戸
別
収
集
に

な
っ
た
こ
と
で
、
ホ
チ
キ
ス
止
め

の
小
冊
紙
や
リ
ン
グ
ノ
ー
ト
等

も
、
金
具
部
分
を
は
ず
さ
ず
に
本

と
し
て
一
緒
に
出
し
て
良
い
。
一

枚
ず
つ
の
紙
は
、
紙
袋
に
入
れ
て

ひ
も
で
結
ん
で
出
す
の
が
ベ
ス

ト
。
変
更
当
初
は
資
源
置
き
場
へ

の
持
ち
込
み
が
多
く
見
ら
れ
た

が
、
６
月
頃
か
ら
戸
別
収
集
が
浸

透
し
て
き
た
。 

 

知
っ
て
い
ま
す
か
？
ご
み
の
出
し
方 

 
 

   
  

 
 
 

一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
で
町
を
き
れ
い
に 

藤
沢
市
の
ご
み
の
分
別
収
集

は
全
国
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
だ
。

配
布
さ
れ
る
ゴ
ミ
カ
レ
ン
ダ
ー

の
分
類
は
24
種
類
に
及
ぶ
が
、

「
藤
沢
の
人
は
本
当
に
良
く
分

別
に
協
力
し
て
く
れ
て
い
る
」と

事
業
セ
ン
タ
ー
。
た
だ
市
職
員
に

よ
る
廃
棄
物
処
理
法
に
基
づ
く

回
収
ご
み
の
調
査
で
は
、
ワ
ン

ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
分
別

不
足
が
デ
ー
タ
化
さ
れ
て
お
り
、

利
用
の
多
い
学
生
や
若
年
層
に

向
け
て
、
市
内
４
大
学
で
話
し
合

い
を
持
っ
た
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
向
け
の
ご
み
ア
プ
リ
を
作
っ

て
対
応
し
て
い
る
。 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

と
商
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
違
い

が
わ
か
ら
な
い
と
の
声
も
あ
る

が
前
者
は
「
包
装
」
が
目
的
で
中

味
を
出
せ
ば
不
要
に
な
る
も
の
、

後
者
は
、
中
味
そ
の
も
の
が
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
で
で
き
て
い
る
も
の
。

商
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
藤
沢
独

自
の
回
収
方
法
で
、
細
か
く
粉

砕
し
、
ご
み
箱
や
公
園
の
ベ
ン

チ
等
に
生
ま
れ
変
わ
る
。
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
は
燃
料

と
し
て
利
用
さ
れ
、
発
電
等
に

役
立
て
る
た
め
、
全
く
の
別

ル
ー
ト
を
た
ど
る
。 

長
後
地
区
で
は
新
聞
の
持
ち

去
り
（
新
聞
盗
難
）
が
多
発
し

て
い
る
の
で
、
セ
ン
タ
ー
で
は

資
源
の
当
日
持
ち
出
し
を
呼
び

か
け
て
い
る
。
ま
た
、
ご
み
出

し
に
お
い
て
次
の
２
点
は
特
に

守
っ
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
。 

①
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装
の
中
に
違
う
物
を
入
れ
な
い 

回
収
後
、
人
の
手
で
選
別
さ

れ
る
が
、
針
や
刃
物
が
入
っ
て

い
た
こ
と
も
。
ま
た
、
異
物
が

あ
る
と
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
に
引

き
取
っ
て
も
ら
え
ず
倍
の
処
理

料
が
か
か
る
。 

②
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
ス
プ
レ
ー

缶
を
不
燃
に
出
さ
な
い 

こ
れ
ら
は
、
穴
を
開
け
れ
ば

缶
と
し
て
、
開
け
ら
れ
な
け
れ

ば
特
定
処
理
品
目
と
し
て
無
料

回
収
出
来
る
が
、
穴
を
開
け
ず

に
缶
に
出
し
た
り
、
不
燃
袋
に

入
れ
る
と
回
収
時
に
爆
発
事
故

の
原
因
を
作
っ
て
し
ま
う
。 

市
で
は
、
小
型
家
電
の
回
収

リ
サ
イ
ク
ル
、
高
齢
者
へ
の
、

申
請
・
登
録
に
よ
る
ふ
れ
あ
い

収
集
も
行
っ
て
い
る
。
分
別
が

進
み
、
女
坂
最
終
処
分
場
へ
の

ご
み
の
埋
め
立
て
量
も
減
っ
て

い
る
と
の
こ
と
。
私
達
の
ひ
と

手
間
の
分
別
が
、
実
は
大
き
な

効
果
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。 

今
年
４
月
か
ら
「
雑
が
み
」
が
戸
別
収
集
に
な
っ
た
が
、
分

別
方
法
や
出
し
方
に
つ
い
て
き
ち
ん
と
守
ら
れ
て
い
な
い
事
が

多
い
。
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て
、
今
一
度
確
認
す
る
と
同
時

に
長
後
地
区
の
ご
み
の
現
状
に
つ
い
て
藤
沢
市
環
境
事
業
セ
ン

タ
ー
で
話
を
聞
い
た
。 

富士塚（仙元塚） 
昨年、８月１１日が山䛾日と制定され、来年か

ら海䛾日と並んで国民䛾休日となる。 

富士山が世界文化遺産となって２年余、長後

にも富士山を模して築かれた富士塚（仙元塚）が

ある。慶應２年（１８６６）に信仰䛾対象として造ら

れたも䛾で、約１５０年にわたり街䛾人々によって

大切に守られている。 

（写真は５０年程前の富士塚） 

老
人
会
リ
ポ
ー
ト 

『ヒ
マ
ワ
リ
に 

ゆ
め
を
託
し
て
』 

 
 

 
上
高
倉
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ハ
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  長後地区防災講演会 

  『突然の発災にどう対処すべきか』 

講師：佐藤 榮一 
  （桐蔭横浜大学リスク管理学講師） 
日時：3月７日（土） 

13時 30分～15時４0分 
場所：長後市民センター 3階ホール 
定員：成人 20人（2回とも出られる方） 
費用：無料 
  ※申込は当日、会場までお越し

下さい。 
 
 
 

 

現
在
、
長
後
地
区
に
は
19
の
公

園
が
あ
り
、
そ
の
名
称
に
字
が
付

け
ら
れ
て
い
る
。
市
内
全
域
の
公

園
名
も
同
様
で
、
そ
の
経
緯
を
公

園
課
で
聞
い
た
。
明
確
な
事
は
分

か
ら
ず
、
古
く
か
ら
あ
る
字
の
方

が
場
所
を
特
定
し
易
い
、
地
域
住

民
に
親
し
み
易
い
、
な
ど
の
理
由

に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。 

公
園
名
を
通
し
て
、
そ
の
字
の
由

来
を
探
っ
て
み
た
。 

◇
長
後
新
屋
敷
公
園
（
平
成
８
年

６
月
開
園
） 

 

藪
鼻
宿
（
亀
井
野
か
ら
北
に
の

び
る
大
き
な
藪
の
端
で
あ
っ
た
。

現
在
の
あ
い
も
ー
る
商
店
街
）
の

他
に
ほ
と
ん
ど
家
は
な
く
、
畑
や

山
林
で
あ
っ
た
。
明
治
の
末
頃
か

ら
分
家
（
新
家
）
が
建
ち
始
め
た

事
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
。 

◇
諏
訪
棚
公
園
（
昭
和
47
年
11
月

開
園
） 

 

昔
か
ら
の
住
民
は
小
菅
姓
で
、

山
梨
か
ら
移
り
住
ん
だ
小
菅
氏

が
氏
神
と
し
て
諏
訪
明
神
を

奉
っ
た
事
で
こ
の
名
が
あ
る
。
棚

と
は
河
岸
段
丘
の
事
。 

（
資
料
提
供
・
藤
沢
地
名
の
会
会
長 

鈴
木
富
雄
さ
ん
） 

 

月 刊 
２０１５年８月号 
（平成２７年） 
№４４０ 

長後だより編集委員会 
藤沢市長後  ５１３ 
℡  ４４－１６２２ 
発行責任者 野渡 訓 

ガスボンベ・スプレー缶は

原則穴を開けて！ 

 

爆発事故が発生します 

滝
の
上
公
園
で
は
、
上
高
倉
ゆ

め
ク
ラ
ブ
の
人
達
が
初
め
て
育

て
た
ヒ
マ
ワ
リ
が
今
を
盛
り
と

咲
き
誇
っ
て
い
る
。 

こ
の
ク
ラ
ブ
は
上
高
倉
中

部
・
南
部
自
治
会
を
対
象
地
域
と

し
現
在
56
名
の
会
員
が
い
る
。

小
島
四
郎
会
長
は
「
歳
を
と
れ
ば

人
に
助
け
て
も
ら
う
事
も
多
く

な
る
が
、
老
人
パ
ワ
ー
を
集
め
れ

ば
人
を
助
け
る
事
も
出
来
る
」
と

語
る
。
そ
の
実
践
が
ヒ
マ
ワ
リ
を 

育
て
る
と
い
う
活
動
に
繋
が
っ

て
い
る
。
３
月
末
に
種
を
蒔
き
、

草
取
り
や
水
や
り
な
ど
会
員
の

丹
精
に
応
え
て
最
初
の
花
が
開

い
た
の
は
６
月
下
旬
。 

そ
ん
な
活
動
を
見
て
、
周
辺

の
人
達
も
参
加
し
て
く
れ
る
よ

う
に
な
り
、
そ
の
輪
は
ヒ
マ
ワ

リ
の
花
の
よ
う
に
大
き
く
広

が
っ
た
。 

８
月
２
日
（
日
）
に
は
子
供

会
や
自
治
会
の
協
力
も
得
て
、

「
ヒ
マ
ワ
リ
祭
り
」
を
開
催
し

た
。 

 ゴミ・資源の何故？-その１- 

    “ペットボトルは何故 

つぶして出すの？” 

ペットボトル䛿かさ䜀る䛾で、大量

に回収するにためにつぶします。 

また、つぶす時に䛿転倒しないよ

うに無理なくお願いいたします。 

ゴミ・資源の何故？はシリーズで掲載 

 

 

せんげんづか 

夏の陽射しを受けて咲き揃う 



15/7/30 14 時 39 分 
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  長後地区防災講演会 

  『突然の発災にどう対処すべきか』 

講師：佐藤 榮一 
  （桐蔭横浜大学リスク管理学講師） 
日時：3 月７日（土） 

13 時 30 分～15 時４0 分 
場所：長後市民センター 3 階ホール 
定員：成人 20 人（2 回とも出られる方） 
費用：無料 
  ※申込は当日、会場までお越し

下さい。 
 
 
 

 

現
在
、
長
後
地
区
に
は
19
の
公

園
が
あ
り
、
そ
の
名
称
に
字
が
付

け
ら
れ
て
い
る
。
市
内
全
域
の
公

園
名
も
同
様
で
、
そ
の
経
緯
を
公

園
課
で
聞
い
た
。
明
確
な
事
は
分

か
ら
ず
、
古
く
か
ら
あ
る
字
の
方

が
場
所
を
特
定
し
易
い
、
地
域
住

民
に
親
し
み
易
い
、
な
ど
の
理
由

に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。 

公
園
名
を
通
し
て
、
そ
の
字
の
由

来
を
探
っ
て
み
た
。 

◇
長
後
新
屋
敷
公
園
（
平
成
８
年

６
月
開
園
） 

 

藪
鼻
宿
（
亀
井
野
か
ら
北
に
の

び
る
大
き
な
藪
の
端
で
あ
っ
た
。

現
在
の
あ
い
も
ー
る
商
店
街
）
の

他
に
ほ
と
ん
ど
家
は
な
く
、
畑
や

山
林
で
あ
っ
た
。
明
治
の
末
頃
か

ら
分
家
（
新
家
）
が
建
ち
始
め
た

事
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
。 

◇
諏
訪
棚
公
園
（
昭
和
47
年
11
月

開
園
） 

 

昔
か
ら
の
住
民
は
小
菅
姓
で
、

山
梨
か
ら
移
り
住
ん
だ
小
菅
氏
が

氏
神
と
し
て
諏
訪
明
神
を
奉
っ
た

事
で
こ
の
名
が
あ
る
。
棚
と
は
河

岸
段
丘
の
事
。 

（
資
料
提
供
・
藤
沢
地
名
の
会
会
長 

鈴
木
富
雄
さ
ん
） 

 

昔
話
に
み
る 

ふ
る
さ
と
の
歴
史 (

１) 

⑦ 

長
後
に
伝
わ
る
「
昔
話
」
や

「
伝
説
」
な
ど
、
人
々
に
語
り

継
が
れ
た
話
を
拾
っ
て
み
た
。 

◇
七
ツ
木
村
・
千
束
村 

そ
の
昔
、
こ
の
地
に
皀
莢(

さ

い
か
ち
・
槐
と
も
書
く)

の
大
木

が
七
本
あ
り
、
木
戸
の
よ
う
に
立

ち
ふ
さ
が
っ
て
開
墾
の
妨
げ
で
あ
っ

た
。
茎
や
枝
に
ト
ゲ
の
あ
る
大
木

を
伐
る
者
も
な
か
っ
た
が
、
勇
気

を
振
る
っ
て
伐
り
倒
す
村
人
が
現

れ
、
千
束
の
薪
に
し
た
と
い
う
。 

ま
た
あ
る
人
の
話
で
は
、
飯
田

村
に
あ
っ
た
一
本
の
老
杉
が
大
嵐

で
境
川
を
越
え
て
倒
れ
、
そ
の
幹

回
り
が
七
抱
え
も
あ
っ
た
。
そ
の

杉
か
ら
は
千
束
の
薪
が
出
来
た
と

い
う
。 

こ
ん
な
伝
説
か
ら
二
つ
の
村
の

名
が
生
ま
れ
た
と
い
う
。
明
治
８

年
こ
の
二
つ
の
村
は
合
併
し
、
高

倉
と
な
っ
た
。 

◇
お
瀧
ば
あ
さ
ん 

七
ツ
木
神
社
の
下
道
脇
を
流

れ
る
小
川
沿
い
の
崖
に
小
さ
な
石

仏
が
あ
る
。
疫
病
に
苦
し
む
村
人

は
石
仏
の
後
ろ
に
落
ち
る
瀧
の
水

を
汲
ん
で
お
粥
を
炊
き
、
お
茶
を

飲
ん
で
病
を
癒
や
し
た
。
ま
た
、

眼
病
に
苦
し
む
者
が
こ
の
水
で
目

を
洗
う
と
た
ち
ど
こ
ろ
に
治
っ
た

と
い
う
。 

      

参
考
資
料
・「
長
後
詩
史
」「
大
山
街
道

繁
盛
記
」
「
藤
沢
の
地
名
」 

下
土
棚(

新
長
後
第
１
自
治

会)

に
あ
る
、
紫
陽
花
の
見
事
な

長
後
谷
戸
公
園
。
草
刈
り
や
花
植

え
の
作
業
を
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
職

業
研
修
で
来
日
し
て
い
る
ク
ェ
ン

さ
ん
、
ム
エ
さ
ん
、
ト
ン
グ
さ
ん
、

チ
ャ
ン
さ
ん(

24
～
28
歳
の
男

性)

が
手
伝
っ
て
い
る
。 

活
動
は
公
園
愛
護
会(

代
表
赤

池
正
光
氏)

で
月
１
回
行
う
。
ク
ェ

ン
さ
ん
達
は
愛
護
会
の
面
々
を
お

父
さ
ん
お
母
さ
ん
と
慕
い
、
日
本

リ
ト
ミ
ッ
ク(

サ
ー
ク
ル
化
予
定) 

日
時 

毎
週
木
曜
日
10
時
～
11
時 

内
容 

音
楽
に
合
わ
せ
体
を
動
か
す 

会
費 

２
０
０
０
円(

月
４
回) 

申
込 

菊
池
昌
代 

０
８
０(

２

０
４
６)

４
３
０
５ 

さ
わ
や
か
会 

日
時 

第
４
火
曜
日
９
時
～
11
時 

講
師 

小
宮 
先
生 

内
容 

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス 

申
込 

水
田
の
り
子
０
４
６
７

(

77)

９
９
８
５ 

場
所 

と
も
に
長
後
公
民
館 

編
集
後
記 

☆
今
年
５
月
１
日
の
新

聞
に
６
頁
に
亘
っ
て
旧
ソ

連
収
容
所
で
亡
く
な
っ
た

人
達
の
氏
名
が
カ
タ
カ
ナ

で
掲
載
さ
れ
た
。
表
情
の

無
い
記
号
の
よ
う
な
文
字

に
心
が
抉
ら
れ
る
よ
う
な

痛
み
を
覚
え
た
。 

☆
戦
争
の
〈
戦
〉
と
い
う

文
字
は
、
そ
よ
ぐ
と
読

む
。
そ
よ
そ
よ
と
音
を
立

て
る
さ
ま
を
表
現
す
る
言

葉
だ
が
、
戦
争
と
は
相
容

れ
な
い
。
何
故
こ
ん
な
や

さ
し
い
意
味
を
持
た
せ

た
の
だ
ろ
う
か
。
終
戦
か

ら
70
年
目
の
夏
。
８
月

は
６
・
９
・
15
日
と
祈

り
の
日
が
続
く
。 

☆
藤
沢
市
の
ゴ
ミ
分
別

は
全
国
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
と
か
。
退
職
後
の
夫
の

家
事
分
担
の
一
つ
が
ゴ
ミ

出
し
と
な
り
、
仕
事
で

培
っ
た
几
帳
面
さ
が
そ
の

一
因
で
は
。
悪
妻
の
言
い

訳
で
す
。 

 

（
Ｓ
・
Ｓ
） 

 

“ネット社会の歩き方”を学ぶ 
“ 

長
後
地
区
で
は
各
自
治
会
や

商
店
街
が
主
催
す
る
夏
祭
り
が

あ
る
。
今
年
も
７
月
12
日(

日)

に
親
和
会
商
店
街
と
新
長
後
第

一
～
三
自
治
会
主
催
で
、
同
25

日(

土)

に
は
長
後
北
部
友
和
会

主
催
で
開
催
さ
れ
た
。 

親
和
会
主
催
の
七
夕
ま
つ
り

納
涼
祭
で
は
マ
グ
ロ
解
体
シ
ョ
ー

が
人
気
を
博
し
、
北
部
夏
祭
り
で

は
会
場
中
に
模
擬
店
が
並
び
、
ゲ

ス
ト
の
ラ
イ
ブ
や
盆
踊
り
が
行
わ

れ
る
な
ど
大
勢
の
親
子
連
れ
で
賑

わ
っ
た
。 

長後の夏 

語
や
生
活
習
慣
を
教
え
て
も
ら
い

な
が
ら
汗
を
流
す
。｢

や
さ
し
く
、

親
切
に
し
て
く
れ
て
嬉
し
い｣

と

笑
顔
で
話
す
。
会
員
も「
よ
く
や
っ

て
く
れ
る
、
孫
の
よ
う
に
か
わ
い

い
。
若
い
力
に
元
気
を
も
ら
え
る
。

お
互
い
に
助
け
合
い
、
よ
い
関
係
」

と
目
を
細
め
る
。 

是
非
、
近
所
の
方
も
第
２
土
曜

日
９
時
～
の
作
業
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。 

第15回 ひまわり祭り 

日時 ８月８日(土)  雨天時９日(日) 
１０時～１６時 

場所 上合ひまわり畑 
主催 長後商店街 

連絡先 ０４６６-４４-０２１５ 
協力 花いっぱい運動推進委員会 

夏
休
み
を
前
に
し
た
７

月
３
日
に
高
倉
中
学
校
、

17
日
に
長
後
中
学
校
で
、

生
徒
た
ち
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
（
携
帯
電
話
・
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
パ
ソ
コ

ン
）
に
つ
い
て
勉
強
し
た
。 

高
倉
中
学
校
で
は
、
お

た
す
け
ネ
ッ
ト
の
池
本
さ

ん
が
講
師
。
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
て
い
る
生
徒
は
ほ
ぼ

全
員
に
近
い
。
便
利
で
は

インターネット･モラル学習 高倉･長後中学校 

あ
る
が
危
険
も
多
い
。 

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
・
ツ

イ
ッ
タ
ー
・
ラ
イ
ン
な
ど

の
ア
プ
リ
や
サ
イ
ト
に
簡

単
に
つ
な
が
る
が
、
利
用

す
れ
ば
知
ら
ぬ
間
に
個
人

熱心にネット・モラルの話を聴く生徒達 

情
報
が
流
出
す
る

恐
れ
も
あ
る
事
、

一
度
流
さ
れ
た
住

所
・
名
前
・
写
真

等
の
情
報
は
消
せ

な
い
事
な
ど
、
画

面
を
見
な
が
ら
知

る
事
が
で
き
た
。 

上

手

に

使

え

ば
、
災
害
時
に
情

報
を
多
く
の
人
と

共
有
で
き
る
、
避

難
や
救
助
す
る
事

が
で
き
る
。 

ネ
ッ
ト
社
会
を
生
き
る

に
は
、
自
分
が
傷
つ
か
な

い
、
人
を
傷
つ
け
な
い
、

使
わ
れ
る
の
で
は
な
く
使

い
こ
な
す
事
だ
と
学
ん
だ
。 

親子わくわくステージ 
日時 ９月９日(水)１０時～１１時３０分 

場所 長後公民館３階ホール 

内容 大型絵本･リトミック・フルート演奏 

対象 乳幼児と保護者５０組 

会費 無料 

申込 ８月２７日(木)８時３０分～ 

来館または電話 

長後公民館 (４６)７３７３ 

賑わう長後北部の夏祭り 

 

公
園
を
い
つ
も
き
れ
い
に
！ 

 
 
 

長
後
谷
戸
公
園 

ベ
ト
ナ
ム
の
方
々
も
清
掃
に
参
加 

霊験を伝える石仏 

清掃する公園愛護会会員とベトナム

職業研修生の方々 

YOUNG FESTIVAL in CHOGO 
日時 ８月２３日(日)１３時～ 

場所 長後公民館３階ホール 

内容 長後地区在住･在勤の青少年が

輝いた姿と笑顔で自分の得意とす

るものを地域の皆さんに披露する

場。今年は音楽が中心になる。 

会費 無料 

入場 自由 


